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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第93期

第２四半期連結
累計期間

第94期
第２四半期連結

累計期間
第93期

会計期間
自　2019年１月１日
至　2019年６月30日

自　2020年１月１日
至　2020年６月30日

自　2019年１月１日
至　2019年12月31日

売上高 （百万円） 13,871 10,824 27,265

経常損失(△) （百万円） △430 △2,987 △767

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失(△)
（百万円） △263 △3,033 △848

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △260 △3,169 △1,005

純資産額 （百万円） 10,990 6,879 10,147

総資産額 （百万円） 32,376 30,175 32,506

１株当たり四半期（当期）純損

失(△)
（円） △13.33 △153.63 △42.95

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.9 22.8 31.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,136 △1,339 1,477

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △328 △234 △1,029

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △313 1,903 132

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 1,854 2,240 1,953

 

回次
第93期

第２四半期連結
会計期間

第94期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

自　2020年４月１日
至　2020年６月30日

１株当たり四半期純損失(△) （円） △13.93 △129.51

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した企業の概況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間(2020年１月１日～2020年６月30日)のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症

の世界的な流行の影響により、国内外での経済活動は急激に減速し、先行きの不透明感が高まったまま推移いた

しました。当社損益に大きく影響する原油相場は３月に大暴落し、年初のUS$70/bblから、４月にはUS$20/bblレ

ベルまで下落し、その後徐々に上昇し６月にはUS$40/bbl台になりました。

このような厳しい状況下、当第２四半期連結累計期間の業績は、前年同期比において、

（ワックス販売）

国内は、数量では2,553トン減の15,346トン、売上高では771百万円減の5,040百万円、

輸出は、数量では1,421トン減の17,974トン、売上高では490百万円減の2,939百万円。

（重油販売）

数量では23,384キロリットル減の64,335キロリットル、売上高では1,773百万円減の2,760百万円。

（総売上高）

その他商品を含めて3,046百万円減の10,824百万円となりました。

（損益）

ワックス販売大幅減及び原油価格の急落によるデリバティブ損失や棚卸資産評価損の計上により、営業損益

は1,898百万円減の営業損失2,294百万円、経常損益は2,556百万円減の経常損失2,987百万円、親会社株主に

帰属する四半期純損益は2,770百万円減の純損失3,033百万円となりました。

 

(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比較して2,331百万円減少の30,175

百万円となりました。これは主として現金及び預金の増加額286百万円、受取手形及び売掛金の減少額1,218百

万円、たな卸資産の減少額1,809百万円等によるものです。

これに対して負債合計は、前連結会計年度末に比較して936百万円増加の23,295百万円となりました。これ

は主として支払手形及び買掛金の減少額1,998百万円、短期借入金の増加額2,446百万円、長期借入金の減少額

464百万円等によるものです。

また純資産合計は、前連結会計年度末に比較して3,268百万円減少の6,879百万円となりました。これは主と

して利益剰余金の減少額3,132百万円等によるものです。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に

比較して286百万円増加し2,240百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、1,339百万円（前年同期は1,136百万円の収入）となりました。これは

主として税金等調整前四半期純損失2,979百万円、減価償却費487百万円、売上債権の減少額1,207百万円、

たな卸資産の減少額1,772百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、234百万円（前年同期比94百万円の支出減）となりました。これは有形

及び無形固定資産の取得による支出395百万円、有形固定資産の売却による収入148百万円、補助金による収

入14百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、1,903百万円（前年同期は313百万円の支出）となりました。これは主

として短期借入金の純増額2,711百万円、長期借入金の返済による支出581百万円、配当金の支払額97百万円

等によるものです。

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は85百万円であります。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 89,600,000

計 89,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2020年８月31日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,400,000 22,400,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 22,400,000 22,400,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 22,400,000 － 1,120 － 14
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（５）【大株主の状況】

  2020年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山２－５－１ 1,927 9.76

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２－３－１ 1,120 5.67

株式会社西京銀行 山口県周南市平和通１－10－２ 963 4.88

株式会社山口銀行 山口県下関市竹崎町４－２－36 905 4.58

安藤パラケミー株式会社 東京都中央区日本橋浜町３－２－２ 851 4.31

山九株式会社 東京都中央区勝どき６－５－23 802 4.06

神田成二 埼玉県さいたま市南区 627 3.18

三菱UFJ信託銀行株式会社

（常任代理人　日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１－４－５

（東京都港区浜松町２－11－３）
550 2.79

清水　潔 千葉県松戸市 504 2.55

中京油脂株式会社 愛知県あま市小橋方大屋敷５ 300 1.52

徳機株式会社 山口県周南市港町11-１ 300 1.52

計 － 8,851 44.82

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,650,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,745,200 197,452 －

単元未満株式 普通株式 4,100 － －

発行済株式総数  22,400,000 － －

総株主の議決権  － 197,452 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が40,000株（議決権400個）含まれ

ております。

２　単元未満株式には当社所有の自己株式47株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

日本精蠟株式会社

東京都中央区京橋

２－５－18
2,650,700 － 2,650,700 11.83

計 － 2,650,700 － 2,650,700 11.83

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,953 2,240

受取手形及び売掛金 3,535 2,317

商品及び製品 6,076 5,875

原材料及び貯蔵品 4,087 2,480

その他 485 736

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 16,136 13,646

固定資産   

有形固定資産   

土地 9,479 9,334

その他（純額） 6,010 6,432

有形固定資産合計 15,490 15,766

無形固定資産 92 85

投資その他の資産 786 676

固定資産合計 16,369 16,528

資産合計 32,506 30,175

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,801 802

短期借入金 11,727 14,174

未払法人税等 28 12

賞与引当金 48 51

修繕引当金 82 11

その他 1,948 3,080

流動負債合計 16,637 18,133

固定負債   

長期借入金 2,714 2,249

再評価に係る繰延税金負債 2,612 2,612

退職給付に係る負債 183 206

その他 211 93

固定負債合計 5,721 5,162

負債合計 22,359 23,295

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,120 1,120

資本剰余金 80 80

利益剰余金 3,823 690

自己株式 △674 △674

株主資本合計 4,349 1,216

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 88 36

繰延ヘッジ損益 △182 △252

土地再評価差額金 5,959 5,959

為替換算調整勘定 △67 △80

その他の包括利益累計額合計 5,797 5,662

純資産合計 10,147 6,879

負債純資産合計 32,506 30,175
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 13,871 10,824

売上原価 13,014 11,894

売上総利益又は売上総損失（△） 857 △1,070

販売費及び一般管理費 ※１ 1,253 ※１ 1,224

営業損失（△） △395 △2,294

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 10 9

受取保険金 21 23

受取賃貸料 8 8

為替差益 4 －

その他 21 22

営業外収益合計 66 63

営業外費用   

支払利息 83 84

デリバティブ損失 － 618

為替差損 － 45

その他 16 8

営業外費用合計 100 756

経常損失（△） △430 △2,987

特別利益   

固定資産売却益 － 4

補助金収入 88 14

特別利益合計 88 19

特別損失   

固定資産除却損 3 12

減損損失 25 －

特別損失合計 29 12

税金等調整前四半期純損失（△） △370 △2,979

法人税等 △107 54

四半期純損失（△） △263 △3,033

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △263 △3,033
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純損失（△） △263 △3,033

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △0 △51

繰延ヘッジ損益 － △70

為替換算調整勘定 3 △12

その他の包括利益合計 2 △135

四半期包括利益 △260 △3,169

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △260 △3,169

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △370 △2,979

減価償却費 466 487

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △4 3

修繕引当金の増減額（△は減少） △70 △70

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △21 23

受取利息及び受取配当金 △11 △9

受取保険金 △20 △23

支払利息 83 84

為替差損益（△は益） 8 12

固定資産売却損益（△は益） － △4

固定資産除却損 3 12

補助金収入 △88 △14

減損損失 25 －

売上債権の増減額（△は増加） 911 1,207

たな卸資産の増減額（△は増加） 209 1,772

仕入債務の増減額（△は減少） △605 △1,989

未払金の増減額（△は減少） 307 470

未払消費税等の増減額（△は減少） 356 △45

その他 43 △194

小計 1,224 △1,258

利息及び配当金の受取額 11 9

保険金の受取額 20 23

利息の支払額 △77 △87

法人税等の支払額 △41 △26

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,136 △1,339

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △427 △395

有形固定資産の売却による収入 － 148

補助金による収入 88 14

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他 10 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △328 △234

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 658 2,711

長期借入金の返済による支出 △761 △581

配当金の支払額 △96 △97

その他 △114 △128

財務活動によるキャッシュ・フロー △313 1,903

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 491 286

現金及び現金同等物の期首残高 1,363 1,953

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,854 ※１ 2,240
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【注記事項】

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

当社グループでは、固定資産の減損会計や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りについては、連結財務

諸表作成時において入手可能な情報に基づき実施しております。なお、新型コロナウイルス感染症拡大による影

響は、当第２四半期連結会計期間をピークとし、その後は徐々に回復に向かうと想定しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　偶発債務

共有船舶相互連帯債務

前連結会計年度
（2019年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2020年６月30日）

豊晃海運（有） 146百万円  119百万円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりです。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2019年１月１日
　　至　2019年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日

　　至　2020年６月30日）

販売運賃諸掛 543百万円 524百万円

賞与引当金繰入額 17　〃 19　〃

退職給付費用 16　〃 30　〃

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日

至　2019年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年６月30日）

現金及び預金 1,854百万円 2,240百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
－百万円 －百万円

現金及び現金同等物 1,854百万円 2,240百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月28日

定時株主総会
普通株式 98 5.00 2018年12月31日 2019年３月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年７月31日

取締役会
普通株式 98 5.00 2019年６月30日 2019年９月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月26日

定時株主総会
普通株式 98 5.00 2019年12月31日 2020年３月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

　当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年６月30日）

　当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年６月30日）

(1）１株当たり四半期純損失(△) △13円33銭 △153円63銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)（百万円） △263 △3,033

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失

(△)（百万円）
△263 △3,033

普通株式の期中平均株式数（株） 19,749,255 19,749,255

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年８月31日

日本精蠟株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅村　一彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　　聡　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本精蠟株式会

社の2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020年６月

30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年１月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本精蠟株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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